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第
五
十
条
の
次
に
次
の
一
章
並
び
に
章
名
及
び
節
名
を
加
え
る
。

第
五
章

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人

（
設
立
）

第
五
十
条
の
二

外
国
法
事
務
弁
護
士
は
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
を
設
立
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
名
称
）

第
五
十
条
の
三

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
そ
の
名
称
中
に
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
と
い
う
文
字
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
社
員
の
資
格
）

第
五
十
条
の
四

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
は
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
に
掲
げ
る
者
は
、
社
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
停
止
の
懲
戒
を
受
け
、
当
該
業
務
の
停
止
の
期
間
を
経
過
し
な
い
者

二

第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
が
除
名
さ
れ
、
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
業
務

の
停
止
の
懲
戒
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
を
受
け
た
日
以
前
三
十
日
内
に
そ
の
社
員
で
あ
つ
た
者
で

そ
の
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
（
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
業
務
の
停
止
の
懲
戒
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
業
務
の
停
止
の
期
間
）
を
経
過
し
な
い
も
の

（
業
務
の
範
囲
）

第
五
十
条
の
五

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
当
事
者
そ
の
他
関
係
人
の
依
頼
又
は
官
公
署
の
委
嘱
に
よ
つ
て
、
外

国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
を
行
う
ほ
か
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
令
等
に
基
づ
き
外
国
法
事
務
弁
護
士

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
事
務

二

国
内
に
お
い
て
効
力
を
有
し
、
又
は
有
し
た
法
（
外
国
に
お
い
て
効
力
を
有
し
、
又
は
有
し
た
法
に
含
ま
れ
る

条
約
そ
の
他
の
国
際
法
を
除
く
。）の
解
釈
又
は
適
用
に
つ
い
て
の
鑑
定
そ
の
他
の
法
的
意
見
の
表
明

２

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
国
際
仲
裁
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
立
の
手
続
）

第
五
十
条
の
六

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
を
設
立
す
る
に
は
、そ
の
社
員
に
な
ろ
う
と
す
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
が
、

定
款
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

弁
護
士
法
第
三
十
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
定
款
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
法
律
事
務
所
」
と
あ
る
の
は
「
事
務
所
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
住

所
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
第
五
号
に
規

定
す
る
原
資
格
国
法
、
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る
指
定
法
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
へ
の
入
会
及
び
退
会
）

第
五
十
条
の
七

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
そ
の
成
立
の
時
に
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
す
る
地
域
の
弁
護
士
会

（
二
個
以
上
の
弁
護
士
会
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
が
定
款
に
記
載
し
た
弁
護
士
会
）
及
び

日
本
弁
護
士
連
合
会
に
入
会
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
弁
護
士
法
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
外
国
法
事
務
弁
護

士
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
律
事
務
所
」

と
あ
る
の
は
「
事
務
所
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
の
会
員
と
な
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
入
会
す
る
も
の
と
す
る
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
業
務
の
執
行
）

第
五
十
条
の
八

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
は
、
定
款
で
業
務
を
執
行
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、

次
に
掲
げ
る
業
務
を
執
行
す
る
。

一

当
該
社
員
の
原
資
格
国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
（
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
法
律
事
務
を
除
く
。）

二

国
際
仲
裁
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

２

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
法
の
付
記
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
法
に
関
す
る
法
律
事
務
に
つ
い
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
事
務
並
び

に
当
該
指
定
法
以
外
の
法
の
解
釈
又
は
適
用
に
つ
い
て
の
鑑
定
そ
の
他
の
法
的
意
見
の
表
明
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
書
面

に
よ
る
助
言
を
受
け
て
す
る
と
き
は
、
特
定
外
国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
に
つ
い
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
事
務
並
び
に
当
該

特
定
外
国
法
以
外
の
法
の
解
釈
又
は
適
用
に
つ
い
て
の
鑑
定
そ
の
他
の
法
的
意
見
の
表
明
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

４

業
務
を
執
行
す
る
社
員
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
執
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
業
務
で
あ
つ
て
も
、
第
三
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
と
共
同
し
、
又
は
弁
護
士
の
書
面
に
よ
る
助
言
を
受
け
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
社
員
の
資
格
の
表
示
）

第
五
十
条
の
九

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
社
員
が
業
務
を
執
行
す
る
に
際
し
て
は
、
当
該
社
員
に
、
外
国
法
事

務
弁
護
士
の
名
称
を
用
い
さ
せ
、
か
つ
、
そ
の
名
称
に
原
資
格
国
の
国
名
を
付
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
務
所
）

第
五
十
条
の
十

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
そ
の
事
務
所
の
名
称
中
に
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
名
称
を

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
事
務
所
に
つ
い
て
、
第
四
十
九
条
の
四

の
規
定
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
及
び
そ
の
事
務
所
に
つ
い
て
、
第
四
十
九
条
の
五
の
規
定
は
外
国
法
事
務
弁
護

士
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
原
資
格
国
」
と
あ
る
の

は
「
社
員
の
原
資
格
国
」
と
、「
自
己
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
社
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
五
中
「
外
国
法
事
務
弁
護

士
の
事
務
所
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
主
た
る
事
務
所
」
と
、「
弁
護
士
法
人
に
あ
つ
て
は
」
と

あ
る
の
は
「
弁
護
士
法
人
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
に
あ
つ
て
は
」
と
、「
限
る
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」

と
あ
る
の
は
「
限
る
」
と
、「
事
務
所
の
」
と
あ
る
の
は
「
事
務
所
（
弁
護
士
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務

所
に
限
る
。）の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
業
務
の
範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
業
務
上
の
命
令
の
禁
止
等
）

第
五
十
条
の
十
一

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
自
己
の
業
務
の
範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

そ
の
雇
用
す
る
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
対
し
、
雇
用
関
係
に
基
づ
く
業
務
上
の
命
令
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

２

前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
さ
れ
た
命
令
を
受
け
て
、
使
用
者
で
あ
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
が
自
己
の
業
務
の

範
囲
を
超
え
る
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
に
関
与
し
た
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
、
こ
れ
が
雇
用
関
係
に
基

づ
く
業
務
上
の
命
令
に
従
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
懲
戒
そ
の
他
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

３

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
雇
用
す
る
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁

護
士
が
自
ら
行
う
法
律
事
務
で
あ
つ
て
当
該
使
用
者
で
あ
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
業
務
の
範
囲
を
超
え
る
法

律
事
務
に
当
た
る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
不
当
な
関
与
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
は
、
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
が
雇
用
す
る
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁

護
士
が
自
ら
行
う
法
律
事
務
で
あ
つ
て
当
該
社
員
の
権
限
外
法
律
事
務
に
当
た
る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
不
当

な
関
与
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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